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近年の携帯端末の性能向上やGPS（Global Positioning

System）などの測位インフラの精度向上に伴い，歩行者ITS

をはじめとした携帯端末ナビゲーションへの注目が高まって

いる。利用者の位置に応じた情報サービスを例に取っても，

カーナビゲーションシステムだけでなく，携帯電話への位置

情報提供サービスが始まるなど，利用者が急速に増大して

いる。また，周辺情報提供や予約サービスなど，サービスの

多様化も進んでいる（図１）。

携帯端末は，端末の軽量化やサービスの多様化が進むに

つれて，いろいろな場面で利用が拡大している。そのため，

利用者個人の様々な状況に応じた適切な情報がタイミングよ

く提供されること，すなわち情報のパーソナライズ化が要求さ

れている。

そこで当社は，情報のパーソナライズ化手段として，当社

の知的エージェント技術であるPlangentTMを用いた携帯端

末ナビゲーションエージェントの開発を行った。ここでは，そ

の経緯と，最新技術である協調フィルタリングを応用したナ

ビゲーションエージェントについて述べる。

2.1 エージェント

エージェント技術は，ネットワークを使った情報のパーソナ

ライズ化を得意とする技術である。エージェントの概要につ

いて以下に説明する（図２）。

エージェントということばは，ソフトウェアの世界では広い

意味で用いられる。ここでは，ネットワークを活用した高品

質な情報サービスをユーザーが簡易に利用するための技術

を意味し，これはパーソナルエージェントあるいはインタフェ

ースエージェントと呼ばれることもある。エージェントは，ユ

ーザーの要求，特性，状況を把握したうえで適切な動作を決

定し，ネットワーク上のリソースを駆使し，ユーザーの処理

の代行やユーザーへのサービス提供を行う。

当社のエージェント技術としては，PlangentTMとBee-
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図１．歩行者向けナビゲーションの多様化－携帯電話・端末の普及に
伴い，個人向け情報サービスの利用が拡大している。
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gentTMがミドルウェアとしてリリースされている。PlangentTM

は，事前知識とゴールを与えることにより，動作手続きを自ら

プランニングしたうえで，ネットワーク上を移動して実行する

ものである。Bee-gentTMは，既存のアプリケーションソフト

ウェア（以下，アプリケーションと略記）をエージェント化する

ことにより，ソフトウェアの柔軟な協調を実現するものである。

更に，携帯機器向けの小型エージェントや，ユーザーの特性

や状況を把握してきめ細かなサービスを提供するパーソナ

ライズエージェントなどが研究されている。

2.2 エージェント“ゆがしまん TM”

当社は，エージェント技術を用いたパーソナライズ情報提

供機能を持った携帯端末ナビゲーションシステムとして，

“ゆがしまんTM”を開発した（図３）。

ゆがしまん TMは，利用者の位置情報や好みに応じて以下

のガイドサービスを提供する。

エージェントゆがしまん TMが利用者の場所や好みに

合わせた,ご当地にまつわる情報を提供し，オリエンテ

ーリング的に散策ができる。

エージェントゆがしまん TMがご当地に関するクイズを

出題する。

携帯端末を持っているほかの利用者をエージェント

ゆがしまんTMが探し，出会いの機会を与えてくれる。

いずれも，利用者の位置情報や好みに応じたパーソナラ

イズ化された情報を提供していたが，パーソナライズの仕組

みから，次のような運用面の煩わしさが課題であった。

精度を向上させるためには，多様な利用者ニーズに

応じてコンテンツ種別を分析した，複雑なコンテンツ属

性の付加が必要となってしまう。

コンテンツ属性を変更すると，すべてのコンテンツの

データについて変更が必要になる。

利用者が事前に好みを入力する必要がある。

2.3 協調フィルタリング

前節で述べた課題を解決する手段として，協調フィルタリ

ング（Collaborative Filtering）がある。協調フィルタリングと

は，直感的には“自分と同じものを好む人が好きな他のもの

は，自分が好きである可能性が高い”という考え方を利用し

た情報フィルタリングの一種である。Webでのリコメンデー

ションサービスなど各種分野に適用されつつあり，特長とし

ては，コンテンツへの属性付けが不要であること，ユーザー

の嗜好（しこう）を入力することも必須ではないことが挙げら

れる。一般的な協調フィルタリングの概念を図４に示す。

協調フィルタリングは，複数のユーザーの個人情報や嗜好

情報などのプロファイルと，各ユーザーによる情報に対する

評価を入力として受け，情報提供の対象となるユーザーが

未評価である情報の評価を推算するものである。
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図２．エージェントの概念－エージェントは，ネットワークを経由するこ
とで，様々なサービスを提供する。
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図４．協調フィルタリングの概念－好みが類似したユーザーを見つけ
て，その人が好むものを推測する。
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パターンに基づいて算出した場所に対する評価値を協調フ

ィルタリングで分析することが考えられる（図５）。

位置情報による協調フィルタリングでは，まず，多数のユー

ザーの移動履歴を蓄積することが前提となる。そして，ある

ユーザーの移動履歴及び現在地を入力として受けると，評価

対象となる各場所に対する予測評価値を算出し，予測評価

値に基づいて推奨すべき場所，及びコンテンツを抽出して情

報提供を行う。ここで，移動履歴のみの入力で機能する点が

このシステムの特長である。これは移動履歴を解析してユ

ーザープロファイルとして用いることで，移動パターンの共通

性からユーザー間の類似性を算出し，更に明示的な評価値

の入力なしに，ユーザーの移動の履歴に基づいて評価値を

算出することによる。

2.4 協調フィルタリングを応用したナビゲーション

システム

2001年に協調フィルタリングを応用した携帯ナビゲーショ

ンシステム向けのエージェントコアエンジンを開発し，ITS世

界会議でデモシステムを展示した（図６，図７）。
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図５．位置情報による協調フィルタリングの仕組み－ナビゲーションシ
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デモシステムの機能は，以下のとおりである。

ナビゲータモード　　仮想のナビゲータの特性に応

じた情報が提供され，利用者はナビゲータの気分で，

初めての場所を周遊することができる。

パーソナルモード　　利用者の行動パターンをフィー

ドバックさせることで，状況に応じたパーソナル情報を

提供する。

協調フィルタリングを応用したエージェントコアエンジン

は，ナビゲーションシステムを構築するためのJavaTM（注1）ライ

ブラリである。これは主に次の機能を持っている。

ユーザーの嗜好や状況に応じたコンテンツを提供す

るパーソナライズ機能　　ユーザーの移動履歴及び現

在地情報を登録することにより，協調フィルタリングを用

いて推奨コンテンツを選出する。

携帯情報端末とサーバ間の連携を簡易に構築する通

信機能　　リクエストや位置情報のサーバへの送信，コ

ンテンツの取得などの通信を，アプリケーション開発時

に極力意識せずに済むよう隠す機能である。Webのよ

うなプル（pull）型だけではなく，ナビゲーションに必須

のプッシュ（push）型での案内も実現する。

各種端末に対し，コンテンツを適切な形式で提供す

るコンテンツ管理・変換機能　　クライアント端末とし

ては携帯端末を主として，情報キオスク（誰もが手軽に

使える公共情報端末）であるPCや携帯電話も視野に入

れている。ルール設定により，テキストや画像で構成さ

れるコンテンツを端末種別に合わせて適切な形式で表

示する。

協調フィルタリングを応用したエージェントコアエンジンを

活用すれば，その目的や適用範囲などに応じた多彩な機能

を持った携帯端末向けナビゲーションシステムを，容易に構

築可能である。また，コンテンツ属性や利用者の嗜好を事前

に入力することなく，パーソナライズ情報の提供も可能で

ある。

協調フィルタリングを応用したエージェントナビゲーション

システムの今後の課題は，以下のとおりである。

3.1 エージェントの携帯電話への対応

協調フィルタリングを導入したエージェントコアエンジンは

JavaTMライブラリとして構築されている。また，サーバは

Windows�（注2）を想定してデスクトップ環境向けJavaTMであ

るJ2SE（注3），クライアント携帯端末はPalmOS（注4）などで動作

する組込み機器向けJavaTMの一種であるJ2ME CLDC/KVM

により構成されている。現在では携帯電話のJavaTMが急速

に普及する一方で，携帯電話上で動作するエージェント技術

の研究も進んでおり，今後はこれらの機器対応や技術の活

用を，市場動向と合わせて行う必要がある。

3.2 高齢者や身体障害者向けの情報支援

エージェント機能は，利用者の代わりに，必要な情報を提

供したり発信したりすることが容易に行える。そのため，高

齢者や身体障害者に対して情報支援することにも適してい

る。音声による入出力など，高齢者や身体障害者ごとに使

いやすいヒューマンインタフェースを用いた，バリアフリー情

報提供や音声誘導のようなサービスの検討が必要である。

無線LAN，ネットワークのブロードバンド化，IPv6（Internet

Protocol version 6）など，近年ネットワークの発達が目覚ま

しく，エージェント技術の応用範囲も急拡大している。エー

ジェント技術を用いて，人に優しい情報を“いつでも，どこで

も”利用可能なユビキタスコンピューティングとして，利用者

に優しいサービス提供の研究を進めていく予定である。
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